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研究成果の概要（和文）：本研究の最終目標は、17世紀末から19世紀にかけて重要であった「習俗」という概念
の理論と実践の変遷をとりわけフランスを中心にして、長期的な視座から解明することである。まず定期的な研
究報告として、イギリスの17世紀における近代国家と習俗が混在する事象、フランス革命期における公共空間の
多様性の諸条件を考察し、また習俗と近代国家の合法性とが混在する事象、さらには18世紀半ば以降は習俗概念
にかわり「風土」「社交性」さらに「公共性」が登場する過程に注目した。

研究成果の概要（英文）：Our final aim is to enlighten the theoretical and practical changes of the 
concept of mores, fundamental between the seventeenth and eighteenth centuries, particularly in 
France, in a long-term historical approach. 
This study will clarify some qualities of European societies in the eighteenth century thanks to the
 notion of “mores (moeurs)”, which is important in the understanding of social issues, and 
especially the plurality of society. We study social facts reflecting the “mores” and norms of 
modern State in the seventeenth century on one hand, and the conditions of plurality in the public 
space during French Revolution on the other hand, and finally the facts that bind morals to the 
legality of modern State. We focus on the process by which the concepts of “climate”, “
sociability” and “publicity” emerge and tend to replace that of morals.
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１．研究開始当初の背景 
 「習俗」という概念は今日こそ「風土」「社

交性」さらには「公共性」といった意味で使わ

れることは少ないが、18世紀半ば以降は 17世
紀から 19世紀にかけては「社会」とほぼ等し

い意味で用いられる重要な概念であった。社

会生活の歴史は政治や経済のそれとくらべて、

論じられことは少なかったが、この歴史にふ

れることの意味はけっして小さくはない。と

りわけ 17世紀から 18世紀のヨーロッパとい

う、政治と歴史に加えて生活と文化が都市で

大きく花開いた時代に注目することの意味は

大きい。そこで「習俗」の果たした役割は無視

できないであろう。これまでは充分に明らか

にならなかったテーマ、たとえば生活文化が

ここで明らかになることが予想される。法が

画一的な文化の中心になってきたのに対して、

同じく規範のひとつである習俗＝生活はむし

ろむしろ多様な世界をつくってきた。その多

様性を明らかにすることがこの研究の中心に

なる。 

 
２．研究の目的 
 本研究の最終目標はかつて社会の理解のた

めに重要であったこの「習俗」の概念の理論

と実践の変遷を、とりわけ 17世紀のイギリス

と 18 世紀のフランスを中心として長期的な

視座から解明することである。こうすること

によって習俗の概念がとりわけに公共概念の

形成においてはたした役割がこれまでにはわ

からなかったかたちで明確になってくる。 

 
３．研究の方法 

 そのためにまず定期的な研究会を開いて、

習俗概念の多様な意味を考察するとともに、

18世紀半ばからこの概念が次第に衰退し、そ

れにかわって公共概念やまた社交性が登場し

てくる状況にも注目する。また公開の講演会

や国際研究集会を開催するなどして内外への

成果の発表に努める。 

 

４．研究成果 

 まず定期的な研究会にかんしては、フラン

ス革命期の習俗にかかわる概念を、その多様

な使われ方と意味に着目して、さらに後半に

はそれが次第に衰退してゆくなかでそれが

「公共概念」や「社交性」にとってかわられる

さまにも注目する。そのうえでそれらが習俗

概念とくらべてどのような優位性と逆に限界

とをもっていたのかを見てゆく。また、社交

性の概念については、演劇、とりわけその言

語・文学の側面はもちろんであるが、その劇

場の構造や用いられ方、観客の様態にも目を

向けて、そこでの習俗のありようなどを検討

した。 
 また、2017年にはフランスから政治社会学

を専門とするピエール・ビルンボーム氏（パ

リ第一大学名誉教授）の講演会「フランス的

な解放と啓蒙 1789年からのユダヤ人を事例

にして」を開催し、さらに 2018年にはパリ政

治学院において国際シンポジウム『ヨーロッ

パの公共空間における習俗概念（18世紀から

19世紀にかけて）』を開き、リュシアン・ジョ

ーム氏（国立科学研究院名誉教授）やパトリ

ス・ゲニフェー氏（国立社会科学高等研究院

研究主任）および日本側数名が、参加・研究発

表を行った。 
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